










原 口 尚 彰
は じ め に
1997年2月に日本基督教団讚美歌委員会編「讃美歌2l」が刊行され
た。教団の設美歌委員会は, 1954年の「設美歌」以来, f讚美歌第二編」
(1967年), 「と も に う た ぉ う」 (l976年)を編纂したが, これらは1954
年の「讚美歌』 を補完する従属的な役割を与えられていたに過ぎない。





































り 扱 う )。
教団識美歌委員会は, 従来の 「讚美歌」 が, 今日の福音理解から見
た神学的な諸間題に対応出来ていないと理解している'。それは具体的
に言えば, 「平和と正義, 人権, 被造世界の回復・統合, 差別等々の現






57番(ガリラヤの風かおる丘で), 6 0 番 ( ど ん な に ち い さ い こ と り で
も), 550番(大地よ, 星々よ ) な ど は, 現代的な感覚の曲想, 歌詞で






57番 ガリラヤの風かおる丘で 60番 「どんなにちいさい
ひとびとに話された こ と り で も
恵みのみことばを かみさまは
わ た し に も 聞 か せ て く だ  そだててくださる」つて
さ い。 イェスさまの お こ と ば
550番 大地よ, 星々よ, 563番 ここに私はいます,
主に向かって歌え。 ホームレスの眠る街。
雨風, 吹雪さえ, 歌え, 新 ここに私はいます,









されている全597曲のうち(曲番はl番から580番迄だが, 39-l 番 か
ら39-7 番, 40-1番から40-8番, 42-1番から42-2番, 43-l番から43-
3番,44-1番から44-3番のように枝番がついている曲もそれぞれ独:立
の1曲と数えられる。他方,93番は礼拝式文であり, 設美歌ではない
ので除外する)267曲が, 「設美歌」から採用されている。 他方, 「設美






典礼歌(30番), ガリア典礼歌(31番), ス コ ツトランド詩編歌(36,167,
l68番), ジュネープ詩編歌(1l3,1l5,122,124,128,130,137,159番),







番に項栄の識美歌を置き, 30番から35番にキリ ェ唱を置き, 39-1 番







ら364番) に な り, 大幅に拡充されている。礼拝において教会暦をよ
り重視していこうとする,設美歌委員会の姿勢がここに現れている。こ
れは教団の讚美歌編集方針が, プロテスタント教会の中でも, 礼拝の

















お り, 日本聖公会 「古今聖歌集」1956年や, 日本福音ルーテル教会の
「教会設美歌」 (聖文舎, 1974年)は, 頌栄にしかアーメンを付けてい
ない9。日本基督教団讚美歌委員会もこれに倣つて, l992年「改訂 設
美歌試用版」 の段階では, 頌栄にしかアーメンを付けていない。 と こ




















歌21」には教団系の教会で歌われている設美歌だけでなく, カ ト リ ッ
ク教会や(81番, 13l番), テゼ一共同体識美歌や(26番, 3 4 番, 3 8
番, 39-3番, 3 9-4番, 42-1 番, 4 3-l 番, 46番, 47番, 48番, 49番,
89番, l12番, 33l番), ルタ 一派の教会の設美歌(7番,160番, 233











番は1番から567番までっいているが, 3 7番,8 7番,260番, 272番,
273番,549番, 550番, 551番,552番, 553番, 554番には, 同一歌
詞に二つの別の曲が付いている。587番は8つの別々のアーメン唱か
ら な る ) の う ち, 日本人が作曲した曲は20曲であった(4.l%)。 これ
に対して, 「讚美歌21」 全597曲のうち,53曲が日本人が作曲した曲












曲(80番, 388番), 韓国の讃美歌が5曲(l26番, 196番, 397番, 398
番, 421番)採用されている。この点では, 例えば, 398番(光さす朝)
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は, 植民地支配の苦難, 戦後の民族分断の痛みを乘り越えて, 神の光
に導かれた新しい歴史世界の到来を祈り求めている。42 l番(ウリェイ













う表題が付き, 歌詞の中に 「学舍」 や 「キャンパス」 という言葉が出
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きた和語は,古今集以降花鳥風月的な叙情に流れるという問題があり,




l .  3.
空 は う ら ら に,風はそよぎ, ひばりよ, 高く 雲間に舞え,
あらしは失せて, かすみ立ちぬ。 小川よ, 清く 岸 に う た え
こずえのみどり 色をまして, わがイ ェス君は 失せしならで,
よろこびの声 ょ も に き こ ゆ  ありしさまにて よみがえりぬ
2. 3.
花ひきつれて 春はきたり, 山よ, たたえよ きみの御名を
すみか定めつ, 野ぺに里に。 谷もいずみも 丘もぉどれ。
すみれあらわれ, 桃はわらい, みよ, 君は活く, 失せしきみは




で書かれ, 理解には問題がないにも拘わらず, この識美歌は 「讚美歌




















口語歌詞のねらいは, 文語歌詞 「あめつちのみかみより」 には, そ
れ程はっきりとは現れていない, 創造主という神学的概念を, 「天と地
を造られた み神のもとから来る」という句で明確にすることにある。





し, 見事な対をなしており, 非常に美しく響く。 また二行日は間いに













るべきであろう。 例えば, 鳥居忠五郎作曲, 三輸源造作詞 「ひつじは









書に用いた。今日,「エクレシア」 が 「教会」 であるのも, 「デ ィ カ イ
オシュネー」が「義」であるのも,「エメス」が「真実」 ,「バプテスマ」
が「洗礼」 であるのも, すべてここから来ている。他方, 彼らは西欧
の設美歌の歌詞を訳するに際しては, 和語を用いた。 明治期の聖書翻
訳に関わった松山高吉や奥野昌綱は, 讚美歌の編築にも関与していた
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松山高吉作詞, G・オルチン編曲で, 元は 「新撰設美歌」 に収められ
ていた 「談美歌」 4l5番の歌調一番は, 以下の通りである。




この歌詞の間題は, 伝統的詩歌に用いられる 「やまとの国」 ,「あら
ぶる風」 などの表現を踏製したために, 全体として天皇制を設美する
歌と響きが非常に似ているところにある。 この歌調は少し手を加えれ
ば, 容易に天皇設歌に転嫁しうる内容を持つている。 例えば, 二語入
れ替えると以下のような歌になる。








「年末年始」 という表題が付けられている 「識美歌」 414番の歌調一
番は, 以下の通りである。
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あらたまの 年たちかえり,
う ら う ら と  初日におえり,






前 立 て て  門毎に
祝ふ今日こそ たのしけれ




新しい 歌 を う た ぉ う
なきものを あ る が ご と く に
呼びたもう 神をたたえて
新しい 歌 を う た ぉ う
この歌調は, 通かに聖書的であり, 旧設美歌の414番が除かれ, こ
の設美歌が採用されているのも当然である。
「識美歌21」 は, 「御望」 という言葉が神道的であるとして, すぺて
「聖露」という言葉で置き換えている(25番, 339番, 340番, 34l番,
342番, 343番,344番, 345番, 346番,347番, 348番,349番, 350
番)。25番の煩栄は「父, 御子, 御望の神に 御栄えあれ」ではなく,
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「父・子・聖館に み栄えあれ」 と なっている。 これは神道的連想を排










単でない。 「讚美歌2l」 の序文は, 「讃美歌』の中に差別語, 不快語が
存在することを全面改訂の理由の一つとして挙げているが, 何が差別
語や不快語に該当するかということは示していない。 この点で参考に
なるのが, 設美歌委員会が, 1988年l2月に配布した, 「識美歌におけ
る不快語の読替について」 という読替表である。 例えば, この読替表
に よ る と, 「設美歌」 l l l番2節の「踐の女をば母として」は, 「お と め
マリアを母として」と な り, 223番2節「た か き も ひ く き も  みかみに
つかえて」は, 「すぺてのものみな みかみにつかえて」と読み替えら
れる。社会的身分の高低を示すような表現は好ましくないというのが,
これらの読替の趣旨であるが, 「賤の女」や「た か き も ひ く き も」が不
快 語 に 当 た る か ど う か と い う こ と は, 識論のあるところであろう。
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4 「設美歌21J序文v, 北村宗次「なぜ, いま賛美歌改訂なのかJ 「礼拝と
























l 3  原恵 「費美歌 その歴史と背景」 日本基督教団出版局,1980年285頁。
l4 「識美歌第二編」 序 7 頁 , 原 恵 「資美歌」 298頁を参照。
l 5  原恵 「贊美歌」 276-277買, 山本尚患 「現行 「設美歌」 の特徴と間題点」
「礼祥と音楽」 第44号( l985年)47頁を参照。
l 6  原意 「資美歌」276頁, 北村宗次「なぜ, いま資美歌改訂なのか」 「礼拝
と音楽」 第93号(1997年)5頁。
l 7  「識美歌2l 略解」110頁参照。花爲風月的・自然神学的傾向は, 明治36
年版 「識美歌」 以来の日本の設美歌歌詞の間題として, 以前から指摘さ
れてきた。小泉 功「明治36年版「設美歌」について」 「礼拝と音楽」第
4 4 号 ( l 9 8 5 年 ) 4 0 頁, 山本上記論文49頁を参照。
18 唐津東流 「礼拝における資美歌の意味と意味と機能」 日本音楽研究会,
200l年,78頁は,156番の歌詞を155番の別所梅之助の詩の翻案である
としているが,むしろ詩編121編に基づいた直訳調の訳詞であると言え
る。尚,別所の歌詞は, John Campbellが作詞した原詞“Unto thehills
around do I l i f t  up mylonging eyes.”の訳である。
19 「設美歌21」の歌調が, 神学的正しさと, 芸術性・文学性とを程良く調和
さ せ て い る と い う, 山内一郎「混迷の時代の希望の響きを一「敬美歌2l」
刊行l年に思う」 「礼拝と音楽」第97号(1998年)37頁の趣旨には, 費
成出来ない。
20 拙稿「「信仰」 か 「信 』 か ?-Pistisの翻訳史を文化史,宗教史的視点よ
り考える一」 「基督教論集」 第41号( l998年)49頁参照。
2 l  原意 「資美歌 その歴史と背景」 日本基督教団出版局,1980年266-273
頁, 小 泉  功「明治36年版 「設美歌」 について」 「礼拝と音楽」 第44号
( l985年)40頁参照。






24 堀内敬三・井上武士編 「日本唱歌集」 岩渡普店,1958年,43頁を参照。
25 唐津東流 「礼拝における賛美歌の意味と意味と機能」 日本音楽研究会,
2001年,30頁を参照。




同 「11資美歌略解前編 歌詞の部」 1955年
同 「設美歌第二編」 1967年
同 「と も に う た ぉ う」 1976年
同 「こ ど も さ ん び か ( 第 三 版 )」 l987年
同 「改訂 設美歌試用版」 l992年
日本聖公会 「古今聖歌集」 1956年
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